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徳島県公共事業評価委員会の審議対象事業に対する意見について

このことについて，別添のとおり意見を取りまとめましたので，

徳島県公共事業評価委員会設置要綱第２条の規定に基づき提出します。
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徳島県公共事業評価委員会の審議対象事業に対する意見

令和５年度再評価対象事業（農林水産部所管事業）

事業名・箇所名 委員会の意見

基幹農道整備事業

・勝浦南部上３期地区 継続することが適切である。
かつうらなん ぶ かみ き

耕地地すべり防止事業

・木屋 平 地区 継続することが適切である。
こ や だいら

・井ノ久保地区 継続することが適切である。
い の く ぼ

・三好山城地区 継続することが適切である。
み よしやましろ

・佐那河内 東 ３期地区 継続することが適切である。
さ な ご うちひがし き

・神山３期地区 継続することが適切である。
かみやま き

・木頭２期地区 継続することが適切である。
き とう き

・木沢２期地区 継続することが適切である。
き さわ き

老朽ため池等整備事業

・大師池地区 継続することが適切である。
たい し いけ
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事業名・箇所名 委員会の意見

地すべり防止事業

・下 名 影地区 継続することが適切である。
しもみようかげ

林道開設事業

・梶山内田線 継続することが適切である。
かじやま う ち だ

・田野内杖立線 継続することが適切である。
た の うちつえたて

・川崎国見山線 継続することが適切である。
かわさき く に み やま

・日和茶坂瀬線 継続することが適切である。
ひ わ ちや さ か せ

・生実八重地線 継続することが適切である。
い く み や え じ

・岩倉蝉谷線 継続することが適切である。
いわくらせみたに

・長安海川線 継続することが適切である。
ながやすかいかわ

・横石谷山線 継続することが適切である。
よこいしたにやま

・星越神戸丸線 継続することが適切である。
ほしごえ こ う べ まる

・禅僧線 継続することが適切である。
ぜんぞう
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徳島県公共事業評価委員会の審議対象事業に対する意見

令和５年度再評価対象事業（県土整備部所管事業）

事業名・箇所名 委員会の意見

道路改築事業

・一般国道４３８号 継続することが適切である。

（上八万バイパス）
かみはちまん

緊急地方道路整備事業

・一般国道１９３号 計画を見直し実施することが適切である。

（海川谷工区）
かいかわだに

・主要地方道 鳴門公園線 継続することが適切である。
なるとこうえんせん

（土佐泊浦～三ツ石工区）
とさどまりうら み つ い し

街路事業

・都市計画道路 東吉野町北沖洲線 継続することが適切である。
ひがしよしのちょう きたおきのすせん

広域河川改修事業

・飯尾川 継続することが適切である。
いのおがわ

・園瀬川 継続することが適切である。
そのせがわ

・多々羅川 継続することが適切である。
た た ら が わ

・勝浦川 継続することが適切である。
かつうらがわ

総合流域防災事業

・立江川 継続することが適切である。
たつえがわ

・ほたる川 継続することが適切である。
がわ

・苅屋川 継続することが適切である。
かりやがわ
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事業名・箇所名 委員会の意見

海岸侵食対策事業

・今津坂野海岸 継続することが適切である。
い まづ さか の かいが ん

通常砂防事業

・汐谷３号谷 継続することが適切である。
しおたに ごうだに

・松ノ木谷 継続することが適切である。
ま つ の き だ に

・引地谷川 継続することが適切である。
ひきちだにがわ

地すべり対策事業

・有瀬 継続することが適切である。
あ る せ

・中尾 継続することが適切である。
な か お

急傾斜地崩壊対策事業

・西山（２） 継続することが適切である。
にしやま
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○ 徳島県公共事業評価委員会名簿

氏 名 職 名

粟飯原 啓 子 建 築 士
あ い は ら けい こ

奥 嶋 政 嗣 徳 島 大 学 大 学 院 教 授
お く し ま ま さ し

上 月 康 則 徳 島 大 学 大 学 院 教 授
こう づき やす のり

後 藤 月 江 四国大学短期大学部准教授
ご と う つ き え

近 藤 明 子 四国大学経営情報学部准教授
こん どう あき こ

千 﨑 あゆみ 税 理 士
せ ん ざ き

○ 山 中 英 生 徳 島 大 学 大 学 院 教 授
やま なか ひで お

（○は会長，五十音順，敬称略）
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